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平
成
30
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
２
日
か
ら
15
日
ま
で
の
14
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

  

初
日
は
、
施
政
方
針
並
び
に
平
成
30
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
平
成
29

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
・
特
別
会
計
補
正
予
算
及
び
大
島
農
業
共
済
事
務
組
合
規
約
の

変
更
８
件
を
可
決
し
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
・
特
別
会
計
予
算
９
件
は
予
算
審
査

特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
条
例
19
件
は
各
常
任
委
員
会
へ
付
託
し
ま
し
た
。
ま
た
、
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
選
任
及
び
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
は
、
全
会
一

致
で
同
意
し
ま
し
た
。
14
日
に
４
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

15
日
の
最
終
本
会
議
に
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
、
平
成
30
年
度
一
般

会
計
予
算
・
特
別
会
計
予
算
、
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
条
例
19
件
を
可
決
し
ま

し
た
。

64億9 ,650万円64億9 ,650万円
前年比 5億9,050万円（10％） 増額前年比 5億9,050万円（10％） 増額

平成30年度 一般会計当初予算平成30年度 一般会計当初予算

（単位：千円）

6,496,500

3,253,439

924,960

26,048

572,188

1,586

946,059

386,779

134,049

165,440

96,330

9,749,939

66.6

33.4

9.5

0.3

5.9

0.0

9.7

4.0

1.4

1.7

1.0

100.0

5,906,000

3,994,540

1,354,182

25,154

969,661

1,648

962,125

342,369

55,349

188,052

96,000

9,900,540

590,500

-741,101

-429,222

894

-397,473

-62

-16,066

44,410

78,700

-22,612

330

-150,601

59.7

40.3

13.7

0.3

9.8

0.0

9.7

3.5

0.6

1.9

1.0

100.0

10.0

-18.6

-31.7

3.6

-41.0

-3.8

-1.7

13.0

142.2

-12.0

0.3

-1.5

■ 平成30年度  各会計予算総括表

当初予算額 A 構成比 ％
本 年 度 前 年 度

当初予算額 B 構成比 ％
前年度比較
（A－B）C

増減比 ％
（C／B）会　　 　　計 

国民健康保険特別会計（事業勘定）

直 営 診 療 施 設 勘 定

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

屠 畜 場 事 業 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

老人福祉施設事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

公共下水道事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

合 　 　 　 計

一  般  会  計

特  別  会  計

平成30年度 一般会計当初予算
歳 入

歳 出《目的別》

（単位：千円）

繰入金 337,234千円（5.2％）

その他 17,001千円（0.3％）

分担金及び負担金 
　　　　35,200千円（0.5％）

使用料及び手数料
　　　　69,410千円（1.1％）

財産収入 89,595千円（1.4％）

諸収入 91,436千円（1.4％）

町税 493,344千円（7.6％）

人件費
　1,203,653千円（18.5％）

公債費
　721,433千円（11.1％）

扶助費 567,747千円（8.7％）

補助費等 689,918千円（10.6％）

繰出金 790,566千円（12.2％）

物件費 1,250,364千円（19.2％）

普通建設事業
　1,238,673千円（19.1％）

歳 入
6,496,500
千円

その他 34,146千円（0.5％）

歳 出
6,496,500
千円

自主財源
1,133,220 千円（17.4%）

依存財源
5,363,280千円（82.6%）

義務的経費
2,492,833千円（38.4%）

投資的経費
1,238,673千円（19.1%） 

その他の経費
2,764,994千円（42.5%）

その他 17,870千円（0.3％）

地方譲与税 45,202千円（0.7％）

地方消費税交付金
　　102,762千円（1.6％）

県支出金 
　　630,442千円（9.7％）

国庫支出金
　　828,804千円（12.8％）

町債 898,200千円（13.8％）

地方交付税 2,840,000 千円（43.7％）
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総務課

総務課（消防署）

企画観光課

建設課

農業振興課

集落活性化助成金

地域人材スキルアップ支援事業補助金

消防自動車購入費

農林水産物輸送コスト支援事業助成金

販路開拓・拡大サポート事業費

「あるもの再利用」による移住・定住促進事業費

移住体験ツアー支援事業補助金

公園管理委託料　3地区（A・B・C）

公園トイレ清掃委託料

地方改善施設道路改良舗装工事費（中里）

水産業振興工事請負費

漁港整備工事請負費

離島漁業再生支援交付金

道路新設改良舗装工事費

喜界島港改修工事費等

地域住宅交付金事業工事請負費（湾宮戸住宅）

火葬場管理委託料

一般廃棄物焼却施設整備費

地域園芸活性化事業補助金

自然休養村管理センター備品購入費（音響機材購入のため）

奄美農業創出支援条件整備事業補助金（3地区）

県営畑地帯総合整備（担い手支援型）事業負担金 

200万円
60万円

3,030万円
1,800万円
90万円
100万円
50万円
700万円
225万円

3,000万円

3,340万円
1,100万円
480万円
1,000万円
3億400万円
1億180万円
430万円

5億2,610万円
3,000万円
100万円
5,430万円
1,960万円

喜界町火葬場

中里ふくり前

いつでもきれいな
公園トイレ

平成30年度 一般会計当初予算の主なもの平成30年度 一般会計当初予算の主なもの
事　　業　　名担　　当　　課 予　　算　　額

◆◆
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総合グランド入り口、
整備予定の原田農機前

荒木地区に整備予定
のカラス小屋

補正予算の主なもの補正予算の主なもの

一般会計補正予算第9号、1億5342万追加（総額76億2601万）一般会計補正予算第9号、1億5342万追加（総額76億2601万）

農業振興課

農業振興課（加工センタ）

保健福祉課

教育委員会（生涯学習課）

教育委員会（総務課）

農業次世代人材投資事業補助金

農業基盤整備農道、水路等工事費（手久津久、塩道、城久）

木のあふれる街づくり事業等工事（早町小、湾幼稚園）

カラス小屋設置工事（荒木地区）

備品購入費（そら豆皮むき機）

長寿祝金

子育て世代元気ドック費用等助成金

埋蔵文化財発掘調査費

保健体育総務原材料費（総合グランド（原田農機）前入口コンクリート舗装のため）

スポーツ合宿誘致促進事業補助金

スクールバス運行委託料（幼稚園・小中学校のスクールバス運行委託料）

入学祝い金

喜界高校創立70周年記念事業寄附金

町中高生海外研修派遣事業補助金

国立大学進学応援事業費

小学校建設修繕料

小学校建設設計委託料

中学校建設費

1,570万円
2,340万円
1,600万円
300万円

220万円
450万円
120万円

1億1,770万円
80万円

90万円
4,250万円
110万円
500万円
30万円
110万円
210万円
530万円
950万円

事　　業　　名担　　当　　課 予　　算　　額

総務課

保健福祉課

奄美群島成長戦略推進交付金事業（工事請負費）

障がい者自立支援給付金

7,000万円

550万円

事　　業　　名担　　当　　課 予　　算　　額

◆◆
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第
１
回
定
例
会
で
４
名
の
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
を
要
約
し
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

一
般
質
問

一
般
質
問
町
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

質問する
生駒 弘 議員

町
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

　

学
校
で
の
心
肺
蘇
生
教
育
の
普
及
推
進

に
つ
い
て
。

　

突
然
死
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
危
機
管
理
体

制
の
整
備
に
つ
い
て
。

　

突
然
の
心
肺
停
止
か
ら
命
を
救
う
た
め

に
は
、
心
肺
蘇
生
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
知
識
を
体

系
的
に
普
及
す
る
必
要
が
あ
り
、
学
校
で

の
心
肺
蘇
生
教
育
は
そ
の
柱
と
な
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
未
だ
な

お
、
毎
年
７
万
人
に
及
ぶ
方
が
心
臓
突
然

死
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
も
毎
年
１
０
０
名
近
く
の
児
童

生
徒
の
心
肺
停
止
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
中
に
は
、
平
成
23
年
９
月
の
さ
い

た
ま
市
で
の
小
学
校
６
年
生
の
女
子
児
童

の
事
故
の
よ
う
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
活
用
さ
れ
ず

に
救
命
で
き
な
か
っ
た
事
例
も
複
数
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
す
で
に
、
学

校
に
お
け
る
心
肺
蘇
生
教
育
の
重
要
性
に

つ
い
て
の
認
識
が
広
ま
り
つ
つ
あ
り
、
平

成
29
年
３
月
に
公
示
さ
れ
た
中
学
校
新
学

習
指
導
要
領
保
健
体
育
科
の
保
健
分
野
で

は
、
「
応
急
手
当
を
適
切
に
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
障
害
の
悪
化
を
防
止
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
。
ま
た
心
肺
蘇
生
法
な
ど

を
行
う
こ
と
。
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
と

と
も
に
、
同
解
説
で
は
、
「
胸
骨
圧
迫
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
な
ど
の
心
肺
蘇
生
法
、
包

帯
法
や
止
血
法
と
し
て
の
直
接
圧
迫
法
な

ど
を
取
り
上
げ
、
実
習
を
通
し
て
応
急
手

当
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
」
と
明
記
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
国

に
お
け
る
教
育
現
場
で
の
現
状
を
見
る
と
、

全
児
童
生
徒
を
対
象
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
を

含
む
心
肺
蘇
生
教
育
を
行
っ
て
い
る
学
校

は
、
平
成
27
年
度
実
績
で
小
学
校
が
4
．1

％
、
中
学
校
が
28
．0
％
、
高
校
で
27
．1

％
と
非
常
に
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
喜
界
町
に
お
い
て
も
、
児
童
生

徒
、
教
職
員
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
と
Ａ
Ｅ

Ｄ
に
関
す
る
教
育
を
普
及
推
進
す
る
と
と

も
に
、
学
校
で
の
危
機
管
理
体
制
を
拡
充

し
、
児
童
生
徒
の
命
を
守
る
た
め
の
安
全

な
学
校
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
は
喫
緊
の

課
題
と
考
え
ま
す
が
如
何
で
し
ょ
う
か
。

　

喜
界
町
の
小
中
学
校
に
お
け
る
児
童
生

徒
へ
の
心
肺
蘇
生
教
育
の
現
状
と
今
後
の

方
向
性
、
ま
た
学
校
に
お
け
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

設
置
状
況
、
さ
ら
に
教
職
員
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

講
習
の
実
施
状
況
な
ど
具
体
的
な
取
り
組

み
も
含
め
ご
答
弁
ね
が
い
ま
す
。

　
　
　

教
育
長

　

各
学
校
で
は
、
毎
年
、
喜
界
消
防
分
署

の
職
員
を
講
師
に
招
い
た
り
し
て
、
児
童

生
徒
の
避
難
訓
練
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
保
健
委
員

会
や
家
庭
教
育
学
級
等
で
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使

っ
て
心
肺
蘇
生
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ご
指
摘
が
ご
ざ
い
ま
し
た
よ
う

に
、
中
学
校
に
お
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
保

健
体
育
の
保
健
分
野
に
お
い
て
、
「
応
急

手
当
を
適
切
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
障

害
の
悪
化
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
。
ま
た
、
応
急
手
当
に
は
、
心
肺
蘇
生

法
が
あ
る
こ
と
。
」
を
学
習
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
回
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
お心肺蘇生に使用されるＡＥＤ

小
中
学
校
に
於
け
る
救
命
教
育
に

つ
い
て

一般質問

質
問 

❶

質
問 

❷

答
弁
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い
て
は
、
「
心
肺
蘇
生
法
な
ど
の
応
急
手

当
の
技
能
の
内
容
が
明
確
に
示
さ
れ
、
新

た
に
障
害
の
予
防
に
つ
い
て
、
危
険
の
予

測
や
そ
の
回
避
の
方
法
を
考
え
、
そ
れ
ら

を
表
現
す
る
こ
と
。
」
が
強
調
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

喜
界
中
学
校
で
使
用
し
て
お
り
ま
す
保

健
体
育
の
教
科
書
「
新
中
学
保
健
体
育
」

で
は
、
「
第
３
章
・
障
害
防
止
、
６　

応

急
手
当
の
意
義
と
基
本
―
実
習
・
心
肺
蘇

生
法
」
が
６
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
カ
ラ
ー

写
真
入
り
で
載
っ
て
お
り
、
具
体
的
な
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
が
説
明
し
て
あ
り
ま
す
。

喜
界
中
学
校
で
は
、
２
年
生
で
学
習
し
て

お
り
ま
す
。

　

児
童
生
徒
の
「
命
・
安
全
・
健
康
」
は

教
育
活
動
最
優
先
事
項
で
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
心
肺
蘇
生
教
育
の
充
実
を
図
り
、

教
職
員
・
児
童
生
徒
・
保
護
者
等
に
様
々

な
活
動
等
を
と
お
し
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

法
を
し
っ
か
り
と
習
得
さ
せ
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場

所
の
広
報
・
周
知
に
つ
き
ま
し
て
は
、
喜

界
消
防
分
署
か
ら
も
ら
っ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

場
所
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
を
各
学
校
等
に
送
付
し
て
、

突
然
死
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
危
機
管
理
体
制

の
整
備
に
つ
と
め
て
い
る
。

質問する
良岡 理一郎 議員

　

執
行
部
は
、
老
人
福
祉
施
設
す
な
わ
ち

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
喜
界
園
」
と
老

人
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
喜
界
園
」

の
２
つ
の
施
設
に
つ
い
て
、
「
喜
界
町
行

財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
計
画
的
に
進
め

て
い
る
。
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
大
綱
で

は
「
老
人
福
祉
施
設
の
民
営
化
の
際
に
は

財
政
面
、
雇
用
面
で
の
効
果
」
が
得
ら
れ

る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
る
が
、
今
進
め

て
い
る
老
人
福
祉
施
設
の
民
営
化
で
は
こ

の
二
つ
の
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
。

　

特
に
財
政
面
に
お
い
て
老
人
福
祉
施
設

は
黒
字
基
調
の
健
全
経
営
で
あ
る
。
こ
の

間
の
老
人
福
祉
施
設
事
業
特
別
会
計
の
基

金
積
立
額
は
過
去
７
年
間
で
毎
年
平
均
３
，

０
０
０
万
円
も
積
み
立
て
約
２
億
１
，４
０

０
万
円
に
も
達
し
て
い
る
。
喜
界
園
の
民

営
化
は
大
綱
が
求
め
る
財
政
面
の
効
果
が

期
待
で
き
る
ど
こ
ろ
か
、
民
営
化
す
れ
ば

町
財
政
を
悪
化
さ
せ
る
逆
効
果
を
も
た
ら

す
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
町
民
か
ら

「
特
老
喜
界
園
は
黒
字
だ
っ
た
の
」
と
驚

き
の
声
が
聞
か
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
喜
界

園
は
民
営
化
の
対
象
に
は
な
り
え
な
い
施

設
で
は
な
い
か
。
大
綱
決
定
の
大
本
で
あ

る
喜
界
町
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
提
言

書
に
お
い
て
特
養
喜
界
園
は
健
全
な
経
営

状
況
に
あ
る
と
し
て
一
言
も
民
営
化
に
つ

い
て
言
及
し
て
い
な
い
。
雇
用
面
に
つ
い

て
、
す
で
に
民
営
化
し
た
近
隣
自
治
体
で

の
経
験
で
は
、
民
営
化
後
３
年
間
で
１
０

０
名
も
退
職
し
た
事
実
も
あ
る
。
民
営
化

に
過
大
な
期
待
は
禁
物
で
あ
る
。

　

喜
界
町
行
財
政
改
革
大
綱
が
求
め
る
財

政
面
と
雇
用
面
で
の
効
果
に
つ
き
、
現
在

の
民
営
化
計
画
と
の
整
合
性
を
伺
う
。

　
　
　

老
人
福
祉
施
設
長

　

民
営
化
の
目
的
は
、
行
財
政
改
革
に
よ

る
地
方
公
共
団
体
の
ス
リ
ム
化
と
施
設
運

営
の
安
定
的
な
継
続
と
充
実
で
あ
る
。

　

黒
字
事
業
で
あ
る
、
基
金
が
あ
る
現
状

か
ら
施
設
の
運
営
は
良
好
な
状
況
に
あ
る

と
多
く
の
町
民
が
思
わ
れ
る
が
、
施
設
運

営
は
サ
ー
ビ
ス
収
入
の
減
少
、
大
規
模
な

修
繕
、
高
齢
化
・
人
手
不
足
な
ど
課
題
も

多
い
。
民
営
化
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

　

応
募
法
人
、
審
査
の
状
況
、
選
定
結
果

の
発
表
時
期
及
び
発
表
方
法
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
　

老
人
福
祉
施
設
長　

　

応
募
法
人
は
１
社
、
書
類
審
査
の
み
終

了
、
今
後
面
接
調
査
を
予
定
。
応
募
法
人

が
候
補
者
に
選
定
さ
れ
た
場
合
、
本
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
き
か
い
な
ど
活
用

喜界園

老
人
福
祉
施
設
の
民
営
化
は
喜
界
町

財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
い
て
な
い
。

民
営
化
の
是
非
か
ら
議
論
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
要
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し
す
み
や
か
に
発
表
す
る
。

　

老
人
福
祉
施
設
事
業
特
別
会
計
の
基
金

の
処
分
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

老
人
福
祉
施
設
長

　

新
た
な
高
齢
者
福
祉
施
策
の
拡
充
を
考

え
て
い
る
。

　

平
成
31
年
４
月
１
日
に
向
け
て
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
議
会
へ
の
報
告
・
手
続
き
、

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

老
人
福
祉
施
設
長

　

応
募
法
人
が
候
補
者
と
な
っ
た
場
合
、

６
月
議
会
へ
報
告
、
仮
契
約
締
結
し
た
後

関
係
条
例
の
廃
止
及
び
財
産
譲
渡
に
関
わ

る
議
案
を
９
月
議
会
ま
で
に
は
議
案
を
提

出
す
る
。

　

私
は
平
成
28
年
第
４
回
定
例
会
（
12
月

議
会
）
で
、
シ
カ
の
被
害
問
題
を
取
り
上

げ
、
そ
の
後
も
目
撃
・
被
害
情
報
が
寄
せ

ら
れ
、
農
家
の
方
は
「
一
刻
も
早
く
駆
除

し
て
ほ
し
い
」
と
切
実
に
訴
え
て
い
る
。

　

本
年
１
月
９
日
付
の
新
聞
に
よ
れ
ば
、

喜
界
町
が
「
自
動
撮
影
カ
メ
ラ
に
よ
る
生

息
状
況
の
実
態
調
査
に
乗
り
出
す
」
と
報

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
伺
い
ま
す
。

　

現
在
の
被
害
状
況
は
ど
う
か
。
カ
メ
ラ

の
設
置
に
よ
り
シ
カ
の
生
息
数
と
生
息
地

域
は
ど
の
程
度
把
握
で
き
て
い
る
の
か
。

シ
カ
の
捕
獲
・
駆
除
頭
数
、
最
終
的
な
シ

カ
肉
の
処
分
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

農
業
振
興
課
長

　

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
新
芽
や
か
ん
き
つ
類
の

樹
皮
、
牧
草
へ
の
被
害
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
シ
カ
の
生
息
地
域
は
小
野
津
や
志
戸

桶
、
百
の
台
周
辺
と
把
握
し
て
い
る
。
生

息
数
は
完
全
に
把
握
で
き
て
な
い
。
監
視

カ
メ
ラ
の
設
置
で
実
態
把
握
の
取
り
組
み

を
進
め
、
さ
ら
に
詳
細
に
把
握
で
き
る
手

段
も
検
討
し
て
い
く
。
シ
カ
肉
の
処
分
は

猟
友
会
が
行
っ
て
い
る
。

　

生
の
シ
カ
肉
は
Ｅ
型
肝
炎
に
感
染
す
る

リ
ス
ク
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
町
で
も

山
羊
や
シ
カ
の
肉
は
加
熱
し
て
食
べ
る
よ

う
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

住
民
課
長

　

本
町
で
は
山
羊
の
生
肉
を
食
す
る
文
化

が
あ
る
。
と
畜
検
査
要
請
時
に
食
す
る
方

の
名
前
を
記
載
し
て
頂
き
、
記
載
さ
れ
た

方
の
み
に
供
す
る
誓
約
書
を
提
出
い
た
だ

い
て
い
る
・
山
羊
肉
や
シ
カ
肉
を
加
熱
し

て
食
べ
る
こ
と
の
周
知
は
保
健
所
の
助
言

を
も
ら
い
な
が
ら
リ
ス
ク
を
周
知
し
て
い

く
。

　

本
年
４
月
か
ら
の
広
域
化
に
伴
い
国
民

健
康
保
険
税
の
変
更
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

鹿
児
島
県
の
「
２
０
１
８
年
国
保
事
業

費
納
付
金
」
の
最
終
案
に
よ
れ
ば
、
本
町

の
激
変
緩
和
措
置
後
の
１
人
当
た
り
保
険

税
必
要
額
は
年
額
６
９
，５
７
２
円
で
あ
る
。

増
額
が
９
３
５
円
、
伸
び
率
で
上
限
の
０
．

６
８
％
で
あ
る
。

　

町
民
の
厳
し
い
生
活
実
態
か
ら
国
保
税

は
据
え
置
く
べ
き
と
考
え
る
。
如
何
か
。

　
　
　

税
務
課
長

　

先
月
開
催
さ
れ
た
喜
界
町
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
に
お
い
て
、
税
率
の
据
え

置
き
が
承
認
さ
れ
た
。
今
後
も
国
保
事
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
が
続
く

と
思
わ
れ
る
。
収
納
率
の
向
上
や
生
活
習

慣
病
の
重
症
化
予
防
へ
の
取
り
組
み
等
を

通
じ
て
国
保
税
の
負
担
増
が
抑
え
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
い
く
。

野
生
シ
カ
の
生
息
数
の
把
握
は

こ
れ
か
ら

質問する
榮 哲治 議員

　

本
町
は
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
安
定

的
な
所
得
向
上
を
目
指
し
、
農
業
立
島
を

打
ち
出
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
町
の
農
業

情
勢
は
、
農
業
人
口
の
減
少
や
高
齢
化
の

進
展
で
大
変
厳
し
い
時
を
迎
え
て
い
る
。

　

基
幹
作
物
で
あ
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
平
成

29
年
度
生
産
量
は
収
穫
面
積
１
，４
０
０

ha
、
生
産
量
８
１
，６
０
０
ト
ン
、
単
収
５
，

８
２
８
kg
の
見
込
み
で
12
月
15
日
か
ら
３

年
連
続
の
年
内
操
業
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
10
月
下
旬
の
相

次
ぐ
台
風
の
来
襲
で
、
糖
熟
期
を
迎
え
た

サ
ト
ウ
キ
ビ
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

現
在
の
と
こ
ろ
生
産
量
に
は
大
き
な
変
動

は
な
い
見
込
み
で
す
が
、
品
質
面
で
は
平

成
６
年
、
７
年
期
の
品
質
取
引
開
始
以
来
、

農
業
振
興
に
つ
い
て

質
問

質
問

国
民
健
康
保
険
税
は
据
え
置
き

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
要

質
要
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JA選果場

最
悪
の
状
況
で
推
移
し
て
お
り
、
農
家
手

取
り
額
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
の
よ

う
な
状
況
の
中
、
畜
産
の
仔
牛
価
格
は
依

然
と
し
て
高
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。

　

ま
た
園
芸
作
物
で
は
露
地
野
菜
の
カ
ボ

チ
ャ
や
新
規
作
物
の
唐
辛
子
や
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
が
数
年
で
大
幅
な
実
績
を
伸
ば
し
て

い
る
。
こ
れ
も
現
町
政
が
掲
げ
る
儲
か
る

農
業
、
雇
用
を
生
む
農
業
へ
の
転
換
の
表

れ
だ
と
思
う
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
守
り
な
が

ら
園
芸
振
興
を
強
力
に
推
し
進
め
る
必
要

が
あ
る
。
そ
う
す
る
事
に
よ
っ
て
新
た
な

地
下
ダ
ム
の
建
設
が
可
能
と
な
る
。
農
業

で
一
番
基
本
と
な
る
の
は
土
作
り
と
水
の

確
保
、
そ
れ
に
支
援
だ
と
思
う
。
そ
こ
で

４
点
に
つ
い
て
質
問
。

　

堆
肥
セ
ン
タ
ー
建
設
は
ど
の
よ
う
に
進

ん
で
い
る
か
。

　
　
　

農
業
振
興
課
長

　

堆
肥
セ
ン
タ
ー
建
設
計
画
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
が
、
今
年
度
は
県
と
先
進
地
視

察
や
意
見
交
換
等
を
行
っ
て
お
り
、
来
年

度
以
降
は
、
建
設
か
ら
運
営
ま
で
を
検
討

す
る
協
議
会
等
を
設
置
し
、
本
町
の
実
情

に
あ
っ
た
牛
糞
や
バ
カ
ス
等
の
資
材
等
を

使
っ
た
堆
肥
を
試
験
的
に
製
造
し
、
平
成

32
年
度
事
業
採
択
を
目
指
す
。

　

調
査
中
の
段
階
で
あ
る
地
下
ダ
ム
の
実

現
性
は
ど
う
か
。

　
　
　

農
業
振
興
課
長

　

調
査
中
の
段
階
で
あ
る
地
下
ダ
ム
の
実

現
性
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
今
年
度

中
に
第
二
地
下
ダ
ム
受
益
地
区
予
定
と
な

る
三
条
資
格
者
へ
の
仮
同
意
を
進
め
て
参

る
。
実
現
性
と
し
て
は
、
既
存
の
地
下
ダ

ム
効
果
と
し
て
、
高
収
益
作
物
へ
の
転
換

が
進
ん
で
い
る
事
が
必
要
条
件
で
あ
り
、

ト
マ
ト
や
カ
ボ
チ
ャ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

マ
ン
ゴ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
園
芸
、
果
樹

栽
培
面
積
並
び
に
生
産
者
が
増
え
て
き
て

お
り
ま
す
の
で
今
後
と
も
引
き
続
き
第
二

地
下
ダ
ム
実
現
に
向
け
て
関
係
機
関
、
生

産
者
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

選
果
場
の
建
設
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　

農
業
振
興
課
長

　

選
果
場
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
園

芸
作
物
の
面
積
が
増
え
た
こ
と
に
伴
い
、

J
A
の
選
果
場
が
収
穫
さ
れ
た
作
物
で
手

狭
に
な
っ
て
き
て
い
る
状
況
下
で
あ
り
、

現
在
J
A
を
含
め
て
検
討
を
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

　

地
域
園
芸
活
性
化
事
業
の
今
後
の
取
組

に
つ
い
て
。

　
　
　

農
業
振
興
課
長

　

「
地
域
園
芸
活
性
化
事
業
の
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
」
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

事
業
は
、
過
疎
債
の
ソ
フ
ト
事
業
の
枠
の

中
で
、
財
政
当
局
と
協
議
の
上
、
予
算
を

確
保
し
て
い
る
。
来
年
度
も
引
き
続
き
土

作
り
支
援
、
栽
培
資
材
の
助
成
支
援
、
新

規
栽
培
者
支
援
、
栽
培
施
設
の
設
置
支
援

な
ど
事
業
の
計
画
通
り
進
め
て
い
く
。

　

図
書
館
購
入
費
の
増
額
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

　
　
　

生
涯
学
習
課
長

　

鹿
児
島
県
の
公
共
図
書
館
の
資
料
に
よ

る
と
、
喜
界
町
の
住
民
一
人
あ
た
り
の
図

書
購
入
費
は
平
成
28
年
度
・
平
成
29
年
度

予
算
の
２
年
間
は
湧
水
町
に
次
い
て
第
２

位
で
あ
り
、
住
民
一
人
あ
た
り
の
図
書
購

入
費
は
４
０
０
円
で
あ
る
。
県
全
体
の
市

町
村
平
均
額
１
３
０
．８
円
の
３
倍
以
上
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
現
在
図
書
購
入

費
の
増
額
は
考
え
て
な
い
。

　

読
書
通
帳
の
導
入
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　

生
涯
学
習
課
長

　

図
書
の
貸
し
出
し
履
歴
を
印
字
で
き
る

通
帳
型
冊
子
は
、
龍
郷
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
図
書
室
が
去
年
か
ら
導
入
し
て
い
る
。

今
後
、
県
や
地
区
の
動
向
を
見
な
が
ら
検

討
し
て
参
る
。

図
書
館
運
営
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

空き家になっている住宅

　

移
動
図
書
館
車
の
導
入
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

　
　
　

生
涯
学
習
課
長

　

図
書
館
で
は
、
地
理
的
に
貸
出
し
が
困

難
な
学
校
を
中
心
に
移
動
図
書
館
を
実
施

し
て
い
る
。

　

少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
子
供
達
の
読
書

冊
数
の
減
少
、
ま
た
高
齢
者
は
図
書
館
ま

で
本
を
借
り
に
来
る
事
が
困
難
な
こ
と
も

あ
り
、
平
成
28
年
は
本
町
の
町
民
一
人
あ

た
り
の
貸
出
冊
数
４
．７
３
冊
で
、
平
成
27

年
度
以
降
の
鹿
児
島
県
内
で
の
上
位
ベ
ス

ト
10
か
ら
外
れ
て
お
り
ま
す
。
町
民
の
読

書
活
動
の
促
進
を
図
る
た
め
、
大
島
地
区

内
の
導
入
・
運
用
状
況
等
を
参
考
に
し
な

が
ら
今
後
検
討
し
て
参
る
。

質問する
榮 優太 議員

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
本
町
の
人
口
も
大

幅
に
減
少
傾
向
を
迎
え
て
お
り
最
近
、
町

の
い
た
る
と
こ
ろ
で
人
手
不
足
と
耳
に
す

る
。
人
手
不
足
は
事
業
所
に
と
っ
て
一
番

の
痛
手
と
な
り
、
営
業
時
間
の
縮
小
に
伴

い
売
り
上
げ
減
少
や
、
事
業
拡
大
を
し
た

く
て
も
人
手
不
足
に
よ
り
新
た
な
事
業
展

開
が
で
き
な
い
な
ど
、
人
口
減
少
は
あ
ら

ゆ
る
面
で
の
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
は
地
方
財
政
に
も
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
、
人
口
減
少
と
そ
れ

に
伴
う
経
済
・
産
業
の
縮
小
に
よ
っ
て
、

地
方
公
共
団
体
の
税
収
入
は
減
少
す
る
が
、

そ
の
一
方
で
、
高
齢
化
の
進
行
か
ら
社
会

保
障
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
地

方
財
政
は
益
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
く
事

が
予
想
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
現
状
を
次
世

代
の
島
の
子
供
た
ち
に
私
た
ち
は
何
を
残

せ
る
の
か
？
何
が
で
き
る
の
か
？
し
っ
か

り
議
論
し
、
人
口
減
少
と
戦
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

広
報
喜
界
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
本
町
の

人
口
、
世
帯
数
に
よ
れ
ば
平
成
30
年
１
月

現
在
、
世
帯
数
３
，８
４
０
戸
、
人
口
７
，

２
４
２
人
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
は

も
っ
と
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

住
民
課
長

　

広
報
喜
界
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
人
口
は
、

住
民
基
本
台
帳
の
人
口
で
、
国
民
健
康
保

険
、
国
民
年
金
、
選
挙
人
名
簿
等
、
住
民

の
方
々
に
関
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
基
礎

と
な
っ
て
い
る
。
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

さ
れ
た
人
口
の
他
に
は
、
国
税
調
査
に
よ

る
人
口
を
基
に
そ
の
後
に
お
け
る
各
月
の

人
口
の
動
き
を
考
慮
し
て
算
出
し
た
推
計

人
口
が
あ
る
。
そ
の
推
計
人
口
で
は
、
平

成
30
年
１
月
現
在
、
世
帯
数
３
，２
５
９
世

帯
、
人
口
６
，９
７
０
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
20
年
１
月
末
、
世
帯
数
３
，７
５
９

戸
、
人
口
８
，３
８
２
人
い
た
人
口
が
10
年

経
過
後
、
世
帯
数
お
よ
そ
80
戸
減
、
人
口

お
よ
そ
１
，１
４
０
人
程
減
少
し
て
い
る
。

毎
年
１
０
０
人
程
減
少
傾
向
で
あ
る
。

５
ヶ
年
計
画
の
総
合
戦
略
の
取
組
成
果
が

み
ら
れ
な
い
が
、
前
年
度
の
評
価
結
果
を

伺
う
。

　
　
　

町
長

　

我
が
国
に
お
い
て
も
、
喜
界
町
に
お
い

て
も
人
口
減
少
問
題
が
最
大
の
課
題
で
あ

る
。
「
喜
界
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い

て
は
、
今
後
も
人
口
減
少
は
避
け
ら
れ
な

い
も
の
の
、
減
少
幅
を
抑
え
て
２
０
６
０

年
に
は
５
，５
０
０
人
に
留
め
ら
れ
る
と
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　

本
町
総
合
戦
略
は
、
人
口
減
少
問
題
や

雇
用
、
子
育
て
等
に
お
け
る
課
題
を
克
服

人
口
減
少
問
題
や
移
住
支
援
、

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
要
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し
、
地
方
創
生
を
成
し
遂
げ
て
い
く
た
め
、

（
喜
界
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
）
に
基
づ
き
、

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま
で
の

５
ヶ
年
の
取
組
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。
現
時
点
で
の
取
り
組
み
評
価
に

つ
い
て
、
国
税
調
査
の
数
値
で
本
町
の
人

口
を
み
る
と
、
平
成
22
年
は
８
，１
６
７
人
、

平
成
27
年
は
７
，２
１
２
人
と
、
５
ヶ
年
で

９
５
５
人
（
年
平
均
１
９
１
人
）
減
少
し

て
い
る
。
た
だ
最
近
３
年
間
の
自
然
動
態
、

社
会
動
態
を
み
る
と
、
平
成
27
年
が
マ
イ

ナ
ス
１
４
８
人
、
平
成
28
年
が
マ
イ
ナ
ス

１
２
４
人
、
平
成
29
年
が
マ
イ
ナ
ス
１
１

３
人
と
少
し
づ
つ
で
は
あ
る
が
、
減
少
幅

が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
特
に
転
入
と
転

出
を
差
し
引
い
た
社
会
的
増
減
は
、
平
成

24
年
の
マ
イ
ナ
ス
１
７
０
人
。
平
成
25
年

は
１
０
８
人
か
ら
、
平
成
29
年
は
マ
イ
ナ

ス
22
人
と
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。

　

移
住
支
援
制
度
の
充
実
を
図
り
、
も
っ

と
島
に
移
住
し
た
く
な
る
よ
う
な
支
援
や
、

島
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
よ
う
な
P
R

活
動
が
必
要
で
は
な
い
か
？
実
際
に
移
住

体
験
し
て
も
ら
う
ツ
ア
ー
や
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
催
等
、
ま
た
空
き
家
を
利
用
し
１
泊

千
円
の
お
試
し
移
住
暮
ら
し
体
験
等
な
ど

を
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て
、
今
年
度
は
奄
美

群
島
広
域
事
務
組
合
と
連
携
し
て
、
首
都

圏
で
の
移
住
相
談
会
に
４
回
参
加
し
た
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
だ
け
で
な
く
、
移
住

を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
と
直
接
対
面
し
て

本
町
の
魅
力
を
伝
え
る
取
り
組
み
を
実
施

し
て
い
る
。
移
住
体
験
ツ
ア
ー
や
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、
奄
美
群
島
広

域
事
務
組
合
と
連
携
し
て
ツ
ア
ー
を
実
地

し
て
お
り
。
今
年
度
は
台
風
に
よ
り
中
止
。

ま
た
本
町
主
催
で
離
島
経
済
新
聞
社
と
連

携
し
て
ツ
ア
ー
を
実
地
し
て
お
り
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
単
に
観
光
地
を
回
る

だ
け
で
な
く
移
住
者
と
の
交
流
や
不
動
産

業
者
と
の
面
談
な
ど
も
取
り
入
れ
、
今
年

度
か
ら
総
務
省
の
事
業
を
活
用
し
、
農
家

の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
（
フ
ァ
ー

ム
ス
テ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
を
実
地
し
、

農
業
体
験
者
を
19
組
41
名
受
け
入
れ
て
い

る
。
今
後
と
も
各
種
団
体
と
連
携
を
視
野

に
い
れ
、
ツ
ア
ー
を
実
地
し
て
、
移
住
に

結
び
付
け
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
。

　

「
本
町
の
空
き
家
件
数
は
ど
れ
く
ら
い

か
？
移
住
で
き
る
（
貸
出
し
）
で
き
る
空

き
家
は
何
件
あ
る
か
？
」
空
き
家
は
あ
る

が
貸
出
し
し
て
く
れ
な
い
の
を
よ
く
聞
く

が
対
策
は
講
じ
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

本
町
の
空
き
家
件
数
は
平
成
28
年
度
空

き
家
実
態
調
査
で
は
、
４
６
２
軒
と
な
っ

て
い
る
。
次
に
「
移
住
で
き
る
（
貸
出
）

で
き
る
空
き
家
は
何
軒
あ
る
か
？
」
と
い

う
点
は
、
賃
貸
も
し
く
は
売
却
を
考
え
て

い
る
方
が
「
６
軒
」
と
な
っ
て
い
る
。

「
空
き
家
は
あ
る
が
、
貸
出
し
て
く
れ
な

い
の
を
よ
く
聞
く
が
、
対
策
は
講
じ
ら
れ

な
い
か
？
」
に
つ
い
て
、
町
内
の
不
動
産

業
者
と
協
力
し
て
空
き
家
バ
ン
ク
を
創
設

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
空
き
家
情
報

も
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
と
関
連
し
て
空
き
家
改
修
モ

デ
ル
事
業
を
平
成
30
年
度
よ
り
始
め
る
。

　

空
き
家
も
借
り
ら
れ
な
い
、
住
む
家
も

な
い
の
が
現
状
だ
が
U
タ
ー
ン
、
I
タ
ー

ン
の
受
入
れ
も
で
き
な
い
状
況
で
移
住
者

が
増
え
る
と
思
わ
な
い
が
ど
の
よ
う
に
お

考
え
か
？
人
口
増
加
の
一
番
の
重
要
課
題

だ
と
思
う
が
対
策
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
貸
し
空
き
家
が
多

い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
年
度
は

３
組
５
名
の
移
住
に
繋
が
っ
て
い
る
。
今

後
は
、
町
内
の
不
動
産
業
者
と
協
力
し
て

空
き
家
バ
ン
ク
を
創
設
し
、
空
き
家
の
情

報
提
供
に
も
努
め
て
参
り
た
い
。

　

今
後
も
急
激
に
減
少
し
て
い
く
と
思
わ

れ
る
が
本
町
と
し
て
人
口
を
減
ら
さ
な
い

よ
う
に
政
策
を
進
め
て
い
く
の
か
、
人
口

を
増
や
す
為
に
移
住
支
援
、
定
住
促
進
に

力
を
入
れ
て
い
く
の
か
伺
う
。

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

移
住
支
援
・
移
住
施
策
は
重
要
な
施
策

の
一
つ
だ
と
考
え
る
。
特
に
Ｕ
タ
ー
ン
が

鍵
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

島
で
ど
う
ゆ
う
人
材
を
必
要
と
し
て
い
る

の
か
に
応
じ
て
、
担
当
者
や
関
係
者
が
Ｕ

タ
ー
ン
を
呼
び
か
け
る
事
も
必
要
で
あ
る

と
思
う
。

　

住
宅
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
役
場
の

担
当
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
関
わ
っ
て

い
る
。

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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同意

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

喜
界
高
校
卒
業
式

平
成
３
０
年
第
１
回
喜
界
町
議
会
定
例
会
開
会

　
予
算
審
査
特
別
委
員
会

各
常
任
委
員
会

喜
界
中
学
校
卒
業
式

一
般
質
問

最
終
本
会
議

あ
ゆ
み・の
ぞ
み
幼
稚
園
卒
園
式

喜
界・早
町
小
学
校
卒
業
式

小
中
学
校
入
学
式

喜
界
高
校
入
学
式

あ
ゆ
み・の
ぞ
み
幼
稚
園
入
園
式

議
長・事
務
局
長
合
同
会（
奄
美
市
）議
長

新
任
教
職
員
受
入
式

県
政
説
明
会（
鹿
児
島
市
）議
長　
　
　

議
員
研
修
会（
鹿
児
島
市
）全
議
員

奄
美
群
島
市
町
村
議
員
大
会（
徳
之
島
町
）全
議
員

全
国
正
副
議
長
研
修
会（
東
京
都
）議
長

３
月
１
日

３
月
２
日

３
月
５・６・７
日

　
３
月
９
日

３
月
13
日

３
月
14
日

３
月
15
日

３
月
20
日

３
月
22
日

４
月
６
日

４
月
７
日

４
月
10
日

４
月
12
日

４
月
13
日

４
月
26
日

５
月
９
日

５
月
16
日

５
月
28
日

議
会
の
う
ご
き（
３
月
〜
５
月
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

榮  四枝 氏

同　 意

● 教育委員会委員の任命

岩切  進一郎 氏

● 固定資産評価審査委員会委員の選任

任期は、
平成30年４月１日から
平成33年３月３１日

任期は、
平成30年３月24日から
平成34年３月23日

平成30年第1回（三月）定例会『議会だより１７１号』の発行が遅くなりましたことを、
深くお詫び申し上げます。

議会広報委員会　委員長　生駒 弘

同意・議会のうごき
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読

者

の

声

印刷：渕上印刷株式会社

議
会
広
報
委
員

峰
山  

恵
喜
光

　

今
か
ら
40
年
前
は
じ
め
て
喜
界
島
に
家
族
旅
行
に
行
き
ま

し
た
。当
時
の
こ
と
は
殆
ど
覚
え
て
お
ら
ず
、フェ
リ
ー
で
の
強

烈
な
船
酔
い
し
か
記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん
。あ
れ
か
ら
約
40
年
の

月
日
が
た
ち
仕
事
で
縁
あ
っ
て
昨
年
の
８
月
末
か
ら
喜
界
島

で
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。喜
界
空
港
に
到
着
し
島

を
一周
し
昭
和
の
よ
う
な
町
並
み
と
透
明
度
の
高
い
海
に
即
座

に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。喜
界
島
で
知
っ
て
い
た
の
は
さ
と
う
き

び
、黒
砂
糖
、黒
糖
焼
酎
ぐ
ら
い
で
、山
や
川
が
な
い
、風
邪
が

強
す
ぎ
て
冬
は
寒
い
、山
羊
を
食
べ
る
、方
言
が
全
く
わ
か
ら

な
い
な
ど
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

さ
て「
喜
界
島
」の
印
象
を
地
元
、島
外
、勤
務
で
住
ん
で
い

た
方
に
尋
ね
る
と
殆
ど
の
方
が「
喜
界
島
は
い
い
と
こ
ろ
」と

答
え
ま
す
。ど
う
い
う
意
味
な
の
か
？
自
然
で
景
観
が
い
い
の

か
、い
い
食
材
が
あ
っ
て
食
べ
物
が
い
い
の
か
、こ
の
部
分
で
は
他

の
離
島
と
比
較
し
て
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
有
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、い
い
と
こ
ろ
の
最
大
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
あ
た
た
か
い

島
の
皆
様
方
」だ
と
思
い
ま
す
。

　

喜
界
島
も
他
の
地
域
同
様
最
大
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少

は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。人
口
減
少
が
招
く
も

の
は
供
給
の
制
約
と
需
要
の
減
退
に
他
な
ら
な
く
、故
に
供
給

制
約
を
克
服
す
る
た
め
に
生
産
性
革
命
が
起
こ
り
ま
す
。直

近
の
革
命
は
20
年
以
上
前
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
明
こ
れ
に

　

平
成
30
年
度
第
1
回
定
例
議
会
は
町
長
の
施
政
方

針
と
一
般
会
計
予
算
審
議
が
主
な
議
題
で
あ
り
ま
し

た
。今
、町
民
が
求
め
て
い
る
の
は
50
年
に
一
度
の
豪

雨
災
害
の
復
旧
で
あ
り
ま
す
。

　

新
聞
報
道
に
よ
り
ご
存
知
の
通
り
、本
町
が
局
地

激
甚
災
害
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。一
時
に
す
べ
て
を

解
決
で
き
な
い
に
し
て
も
、緊
急
を
要
す
る
農
地
や

主
要
道
路
の
復
旧
は
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。そ
の
他
の

災
害
に
つ
い
て
も
、順
次
時
を
待
た
ず
復
旧
す
る
運
び

で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、広
報
委
員
会
で
は
、議
会
活
動
を
よ
り
身
近

に
感
じ
て
頂
け
る
よ
う
な
紙
面
作
り
に
取
組
ん
で
お

り
ま
す
。予
算
計
上
は
勿
論
、各
委
員
会
に
よ
る
先
進

地
視
察
研
修
の
内
容
な
ど
を
、よ
り
イ
メ
ー
ジ
が
わ

く
よ
う
に
、写
真
の
掲
載
や
具
体
的
な
説
明
な
ど
工

夫
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
１
人
で
も
多
く
の
町
民
の
方
々
に
見
て
頂

け
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。ま
た
町
民
の
く
ら
し

に
直
結
す
る
課
題
に
つ
い
て
は
、知
恵
を
出
し
合
っ
て

解
決
の
道
を
求
め
て
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
今
回
、読
者
の
声
を
快
く
ご
執
筆
頂
い
た

浅
利
氏
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

編

集

後

記

浅
利  

秀
年

拍
車
を
か
け
た
の
が
ス
マ
ホ
。今
後
は
島
内
も
A
I
等
登
場
で

I
T
化
が
更
に
進
む
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
喜
界
町
は
年
々
入
込
客
数
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

町
や
飛
行
場
に
も
観
光
客
ら
し
き
人
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま

す
。航
空
運
賃
が
高
い
、船
舶
の
入
出
港
時
刻
が
夜
間
や
早
朝

な
ど
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
改
善
が
必
要
な
状
況
の
中
、入
込
客
数

は
増
加
し
て
お
り
、喜
界
島
の
弱
点
と
思
わ
れ
る
宿
泊
施
設

不
足
、情
報
発
信
不
足
、収
益
性
の
滝
コ
ン
テ
ン
ツ
整
備
を
す

れ
ば
観
光
客
の
確
保
は
可
能
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

喜
界
島
は
若
い
人
が
少
な
く
、高
齢
者
が
多
い
と
言
わ
れ

ま
す
が
こ
れ
は
見
方
を
変
え
れ
ば
強
み
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

町
を
活
性
化
す
る
た
め
に
、町
を
美
し
く
保
つ
た
め
に
又
観
光

客
案
内
の
た
め
に
社
会
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
を
喜
び
と
す
る

よ
う
な
高
齢
者
の
労
働
力
は
豊
富
に
あ
り
ま
す
。特
に
観
光

に
来
ら
れ
た
島
内
の
お
も
て
な
し
は
大
先
輩
方
で
は
な
い
と
で

き
な
い
領
域
と
な
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。地
域
住
民
が
楽
し

め
な
い
町
は
観
光
客
も
楽
し
め
な
い
。喜
界
島
を
一
番
楽
し
ん

で
い
る
の
は
大
先
輩
方
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。町
が
活
性
化
す
る

と
観
光
が
魅
力
的
に
も
な
る
が
、何
よ
り
も
雇
用
が
生
ま
れ

ま
す
。宿
泊
施
設
の
増
加
、喜
界
島
限
定
の
食
材
の
生
産・加

工
施
設
の
増
加
、イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
こ
の
島
の
近
未
来
は
希

望
と
か
夢
で
は
な
く
目
標
で
あ
り
、目
標
は
達
成
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。


